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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，「即時分析（相互行為分析の高速版）」という手法で，「専門職‐
専門職」関係という新視点から，法律相談の現在を明かにすることであった．研究会を３年間で11回開催し，か
つ、５度の合宿撮影会を開催した。成果は以下のとおり。①相談中の沈黙や顔隠しなどへの、当事者的説明を深
層の水準で引き出した，②研究者的説明を，当事者の深層の水準の説明を組み込む形で構築した（例：相談中に
弁護士が顔を下に向けることが、議論のクリティカル・ポイントを適切に表示している等）．
成果に関しては、法社会学会大会のミニ・シンポ等で口頭発表をし、科研費報告書をブルーレイディスク付きで
発刊した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the present of legal counseling 
from the new viewpoint of "professional-professional" relationship by the method of "instant 
analysis (high-speed version of interaction analysis)".The study group was held 11 times in 3 years,
 and 5 training camps were held. The results are as follows. (1) A lowyer's explanation was drawn 
out with a deep explanation of the party to silence and face hiding etc. during consultation,(2)A 
researcher's explanation was built in a form incorporating the explanation of the person's deep 
level (e.g. Face down, properly displaying the critical points of the argument, etc.).As for the 
results, we made an oral presentation at mini-simpo etc. of the Society of Legal Sociology 
conference and published the Report of Grants-in-Aid for Scientific Research with Blu-ray Disc.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
（１）従来の法律相談研究は、専門家の専門的知識が特権的知識であることを前提としている欠点があった。具
体的には、専門家から非専門家への、知識の流出モデルに依拠していた。（２）我々は、「流出モデル」ではな
い、「相互作用モデル」を用いて分析を行い、成果を得た。（３）具体的には、法律専門家は、単に専門的見解
をかみ砕いて述べることを志向しているだけでなく、クライエントの専門性に基づいて、クライエントの専門的
知識を吸収しながら、カウンセリングを行っていた。（４）また、コミュニケーションの進め方においても、ク
ライエントの抱えている問題が、専門的知識だけで解決する問題ではないことを表示しつつ、語っていた。










